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（１）ピンポイント対策の主な事例

整備効果整備方法等対策の内容都道府県対策メニュー分類区分No.

-
（R6.3完了、R6
年度中に検証
予定）

電停の移設
（西側流出部）

右折滞留スペース設置による後続直
進車の阻害解消

高知右折溜まりの新設右折車線の設置

交差点

1

渋滞緩和
ゼブラ帯を活用し、
幅員を再配分

右折車線を延伸するとともに、左折専
用車線を直進車線に変更（車線運用
の見直し）

新潟
右折車線の延伸
＋車線運用の見直し

右折車線の延伸2

流入部の速度
向上

接続位置変更箇所の
用地買収
交差点内の整流化

交差点形状の修正と交差点内のゼブ
ラ、導流カラー舗装による整流化

宮城
交差点内の整流化
（導流カラー舗装等）

交差点内の整流化

3

-
（計画）

導流島の切削
交差点内の導流島を切削し、右折大
型車通行時に後続直進車両がすり抜
け可能とする

群馬導流島の切削4

-
（計画）

二輪車専用の
二段階停止線を削除

二輪車の二段階停止線を廃止し、停
止線の前出しを行うことにより、信号
１サイクルあたりの交通処理能力の
向上

徳島停止線の前出し交差点のコンパクト化5

-
（計画）

無電柱化･道路拡幅と
併せて付加車線を設置

無電柱化区間内の一連の交差点で、
付加車線設置と進行方向別のカラー
化

北海道
進行方向別
カラー路面表示

路面標示6

車線利用率改
善、速度向上、
バスの定時運
行に影響無し

バス専用車線、右折車
線を活用して車線増

直進方向の容量拡大のため、バス専
用車線を廃止してバスベイを設置、直
進車線は１車⇒２車

高知
バス専用車線廃止
（バスベイ設置)
直進車線増（１車⇒２車）

車線運用の変更
区間・
単路部

7

H20年供用
渋滞解消

294号の4車線拡幅と
併せて立体化
事業主体：茨城県

国道294号を高架化立体（4車線）、交
差道路は鉄道をアンダーパス、中間
部に自転車歩行者専用橋を設けて3
層構造

茨城交差点立体化中長期対策8
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出典：第３２回高知県渋滞対策協議会資料（令和6年3月）

整備効果整備方法等対策の内容都道府県対策メニュー分類区分No.

-
（R6.3完了、R6年
度中に検証予定）

電停の移設
（西側流出部）

右折滞留スペース設置による後続直
進車の阻害解消

高知右折溜まりの新設右折車線の設置交差点1



3

整備効果整備方法等対策の内容都道府県対策メニュー分類区分No.

渋滞緩和
ゼブラ帯を活用し、
幅員を再配分

右折車線を延伸するとともに、左折専
用車線を直進車線に変更（車線運用
の見直し）

新潟
右折車線の延伸
＋車線運用の見直し

右折車線の延伸交差点2

出典：第１０回新潟県渋滞対策協議会資料（令和元年8月）
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整備効果整備方法等対策の内容都道府県対策メニュー分類区分No.

流入部の速度
向上

接続位置変更箇所の
用地買収
交差点内の整流化

交差点形状の修正と交差点内のゼブ
ラ、導流カラー舗装による整流化

宮城
交差点内の整流化
（導流カラー舗装等）

交差点内の整流化交差点3

出典：令和５年度 第３回宮城県渋滞対策連絡協議会資料（令和6年3月）
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整備効果整備方法等対策の内容都道府県対策メニュー分類区分No.

-
（計画）

導流島の切削
交差点内の導流島を切削し、右折大
型車通行時に後続直進車両がすり抜
け可能とする

群馬導流島の切削交差点内の整流化交差点4

出典：第２６回群馬県域移動性(モビリティ)・安全性向上検討委員会資料（令和6年3月）
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整備効果整備方法等対策の内容都道府県対策メニュー分類区分No.

-
（計画）

二輪車専用の
二段階停止線を削除

二輪車の二段階停止線を廃止し、停止
線の前出しを行うことにより、信号１サ
イクルあたりの交通処理能力の向上

徳島停止線の前出し交差点のコンパクト化交差点5

出典：令和５年度 第２回徳島地区渋滞対策協議会資料（令和5年12月）
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整備効果整備方法等対策の内容都道府県対策メニュー分類区分No.

-
（計画）

無電柱化･道路拡幅と
併せて付加車線を設置

無電柱化区間内の一連の交差点で、
付加車線設置と進行方向別のカラー
化

北海道
進行方向別
カラー路面表示

路面標示交差点6

出典：令和５年度 第１回北海道渋滞対策協議会資料（令和5年8月）



8

整備効果整備方法等対策の内容都道府県対策メニュー分類区分No.

車線利用率改善、
速度向上、バスの定
時運行に影響無し

バス専用車線、右折
車線を活用して車線
増

直進方向の容量拡大のため、バス専
用車線を廃止してバスベイを設置、直
進車線は１車⇒２車

高知
バス専用車線廃止
（バスベイ設置)
直進車線増（１車⇒２車）

車線運用の変更
区間・
単路部

7

出典：第３０回高知県渋滞対策協議会資料（令和5年3月）
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整備効果整備方法等対策の内容都道府県対策メニュー分類区分No.

H20年供用
渋滞解消

294号の4車線拡幅と
併せて立体化
事業主体：茨城県

国道294号を高架化立体（4車線）、交差
道路は鉄道をアンダーパス、中間部に
自転車歩行者専用橋を設けて3層構造

茨城交差点立体化中長期対策8

出典：茨城県庁 なるほど公共事業 第５回資料（平成21年度）



渋滞等削減効果事例概要事例都市施策名称等分類No.

‐

【実施済（R2.10～R6.6）】
・相談窓口（窓口、オンライン相談、企業訪問等）を開設。
・中小企業等のテレワーク導入に向けたクラウド移行検討支援、手軽に始める
ツール選定支援、最適なハードウェアの選定支援を実施。

大分県テレワークの推奨発生源の調整1

‐

【募集停止中（R5.9時点）】
・マイカーをイオン唐津SCに駐車し、近接するバス停から高速バス等を利用して
福岡市都心部（天神、博多）までの通勤を支援する。

※利用条件 ：商品券購入またはWAONカードへのチャージ（5,000円/月） 、
『からつ号』回数券（定期券、交通ＩＣカード）の提示、申込書の提出

佐賀県
唐津市

パーク＆バスライド

手段の変更

2

（横川駅）
・JRからの乗り継ぎ利便性が向上
・車線数を4車線から7車線に増加し、渋滞緩和
・国道の横断や信号待ちが解消し安全性向上

【整備済み】
・JR横川駅前を通る道路の中央に設置されていた電停駅を駅前広場へ移設し、
ＪＲやバスと路面電車の乗り継ぎを改善し、駅前交差点の渋滞緩和を図る。

【事業中】
・駅ビルの建替えと連携し、路面電車を新駅ビルの２階へ高架で進入させる。ま
た、新たに生まれる空間を活用し、駅周辺に点在するバスの乗降場を集約する
ことで、公共交通機関相互の乗換利便性の向上を図る。

・路面電車は、既存路線を活用して市内中心部を環状で結ぶ循環ルートを整備
し、沿線地域の利便性の確保や回遊性の向上等を図る。

広島県
広島市

交通結節点の強化
（路面電車と鉄道）

3

‐

【実施中】
・重複していたバス路線区間を、BRTの導入により集約・効率化。
・交通結節点を整備し、フィーダー路線に乗り継ぎすることで、郊外路線の増便、
新設を実現。

新潟県
新潟市

連節バス導入
＋バス路線再編

4

武蔵ヶ辻バス停～金沢駅間において
・最大10分⇒4分に短縮
・信号待ち回数：最大４回⇒１回に短縮
・最大渋滞長：340m⇒200mへ改善

【整備済み】
・公共交通機関であるバス等の定時性や利便性を確保するため、主に道路の第
一車線（左側車線）にバス専用レーンを設置

石川県
金沢市

バス専用・優先レー
ンの導入

5

‐
【実施中】
・テレビCM放送、ラジオCM放送、路上看板、路面表示、SNS等を利用した経路
誘導を実施。（混雑時は直進して先の交差点を右折するように案内）

徳島県
小松島市

渋滞情報の提供経路の変更6

‐
【実施中】
・熊本県と熊本市の職員4,000人規模の時差出勤やテレワークを開始。
・周辺企業にも時差出勤やテレワークの取り組みを拡大中。

熊本県
熊本市

時差通勤時間帯の変更7

・２つの実験ともに自家用車通勤から通勤バス
（路線バス）への転換は一定数あったものの、利
用者数が増えず、交通量の減少、速度上昇は確
認できなかった

【実証実験終了】
・菊池南部地域の工業団地周辺をターゲットとして公共交通（無料通勤バス、
パークアンドライド）を活用した車1割削減による渋滞緩和体験・効果測定を目
的とした実証実験（R5年1月27日、バス事業者による「熊本県UXプロジェクト」）

・上記と同様の地域で通勤バスを運行（第一弾（無料）：R5年9月11日～15日、第
二弾（有料）：R6年1月9日～22日、熊本県交通政策課が実施主体）

熊本県
菊陽町

シャトルバスの導入
自動車の効率
的利用

8

10

（２）ソフト施策の主な事例
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出典：令和２年度版 大分県テレワーク優良事例集（令和5年8月）

渋滞等削減効果事例概要事例都市施策名称等分類No.

‐

【実施済（R2.10～R6.6）】
・相談窓口（窓口、オンライン相談、企業訪問等）を開設。
・中小企業等のテレワーク導入に向けたクラウド移行検討支援、手軽に始めるツール選定支援、最適なハード
ウェアの選定支援を実施。

大分県テレワークの推奨発生源の調整1
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出典：昭和自動車株式会社記者発表資料（平成26年3月）

渋滞等削減効果事例概要事例都市施策名称等分類No.

‐

【募集停止中（R5.9時点）】
・平成２５年１０月１日から半年間、マイカーをイオン唐津ＳＣに駐車し、近接するバス停から高速バス等を利用
して福岡市都心部（天神、博多）まで通勤するイオン唐津ＳＣ Ｐ＆Ｒを実施、今回の本格実施にあわせて、受
付台数を１０台拡大。

・利用条件 ：商品券購入またはWAONカードへのチャージ（５，０００円/月） 『からつ号』回数券（定期券，交通ＩＣ
カード）の提示

佐賀県
唐津市

パーク＆バスライド手段の変更2
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出典：広島市 道路交通局 都市交通部資料（平成16年1月）

渋滞等削減効果事例概要事例都市施策名称等分類No.

（横川駅）
・JRからの乗り継ぎ利便
性が向上

・車線数を4車線から7車
線に増加し、渋滞緩和

・国道の横断や信号待
ちが解消し安全性向上

【整備済み】
・JR横川駅前を通る道路の中央に設置されていた電停駅を駅前広場へ移設し、ＪＲやバスと路面電車の
乗り継ぎを改善し、駅前交差点の渋滞緩和を図る。

【事業中】
・駅ビルの建替えと連携し、路面電車を新駅ビルの２階へ高架で進入させる。また、新たに生まれる空間を活
用し、駅周辺に点在するバスの乗降場を集約することで、公共交通機関相互の乗換利便性の向上を図る。

・路面電車は、既存路線を活用して市内中心部を環状で結ぶ循環ルートを整備し、沿線地域の利便性の
確保や回遊性の向上等を図る。

広島県
広島市

交通結節点の強化
（路面電車と鉄道）

手段の変更3
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渋滞等削減効果事例概要事例都市施策名称等分類No.

‐
【実施中】
・重複していたバス路線区間を、BRTの導入により集約・効率化。
・交通結節点を整備し、フィーダー路線に乗り継ぎすることで、郊外路線の増便、新設を実現。

新潟県
新潟市

連節バス導入
＋バス路線再編

手段の変更4

出典：新潟市 BRT・新バスシステム事業のこれまで
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出典：広報誌 いしかわまちづくりView ３９号（平成24年11月）

渋滞等削減効果事例概要事例都市施策名称等分類No.

武蔵ヶ辻バス停～金沢駅間において
・最大10分⇒4分に短縮
・信号待ち回数：最大４回⇒１回に短縮
・最大渋滞長：340m⇒200mへ改善

【整備済み】
・公共交通機関であるバス等の定時性や利便性を確保するため、主に道路の第一車線（左
側車線）にバス専用レーンを設置

石川県
金沢市

バス専用・優先レー
ンの導入

手段の変更5
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出典：徳島河川国道事務所記者発表資料（令和6年1月）

渋滞等削減効果事例概要事例都市施策名称等分類No.

‐

【実施中】
・テレビCM放送、ラジオCM放送、路上看板、路面表示、SNS等を利用した経路誘導を実施。

（混雑時は直進して先の交差点を右折するように案内）

徳島県
小松島市

渋滞情報の提供経路の変更6



17出典：肥後銀行ニュースリリース（令和6年8月21日）

渋滞等削減効果事例概要事例都市施策名称等分類No.

‐

【実施中】
・熊本県と熊本市の職員4,000人規模の時差出勤やテレワークを開始。
・周辺企業にも時差出勤やテレワークの取り組みを拡大中。

熊本県
熊本市

時差通勤時間帯の変更7

出典：熊本市報道資料（令和6年9月13日）
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渋滞等削減効果事例概要事例都市施策名称等分類No.

・２つの実験ともに自家用車
通勤から通勤バス（路線バ
ス）への転換は一定数あっ
たものの、利用者数が増え
ず、交通量の減少、速度上
昇は確認できなかった

【実証実験終了】
・菊池南部地域の工業団地周辺をターゲットとして公共交通（無料通勤バス、パークアンドライド）を活
用した車1割削減による渋滞緩和体験・効果測定を目的とした実証実験（R5年1月27日、バス事業者
による「熊本県UXプロジェクト」）

・上記と同様の地域で通勤バスを運行（第一弾（無料）：R5年9月11日～15日、第二弾（有料）：R6年1
月9日～22日、熊本県交通政策課が実施主体）

熊本県
菊陽町

シャトルバスの導入
自動車の効率
的利用

8

出典：令和５年度菊池南部地域交通渋滞対策事業 －通勤バス実証実験－実施報告書資料（令和6年6月） 抜粋


